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研究成果の概要（和文）： 
冷戦初期の文学作品や西部劇映画の分析や、文学をめぐる言説・批評の変遷、および文化政

策等の分析をつうじて、冷戦期の政治・文化言説が、社会なき文化という概念によるアメリカ
性の把握を促進し、それが同時代のアメリカ文学研究、アメリカ研究、新批評による文学教育
の制度化に影響を与えていたこと、また、社会なき文化という概念が、同時代の文学、大衆小
説、映画、ポピュラー・カルチャー一般に広く流布されていたことが、検証された。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This project focused on the idea and rhetoric of liberalism of the literary works and films of the early 
Cold War era, and also on the discursive transformation of literary criticism and the US cultural policies 
from the 1930s to the early stage of the Cold War, so as to find: the discourse of the Cold War 
encouraged the identification of America as a culture without society, which played a crucial role in the 
contemporary institutionalization of the study of American literature, American study, and the education 
of English based on the paradigm of New Criticism, and the idea of the culture without society is 
discovered also to be prevalent in the contemporary serious and popular fiction, movies, and popular 
culture in general.  
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１．研究開始当初の背景 
従来冷戦は、フランシス・フクヤマの「歴史
の終わり？」からサミュエル・ハンチントン
の「文明の衝突」に至る議論まで、一般的に
自由主義対共産主義という「イデオロギー」
の対立としてとらえられてきたが、それ自体
に疑問を持ち、またそのような二項対立が何

を産み出し何を隠蔽していたのかをいった
ん探ることにより、現在の新自由主義の系譜
化の契機としたいと考えた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は50年代、60年代のアメリカの文学、
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文化、思想を批判的に再検討し、 
１）当時の言説が決して「イデオロギーの対
立」としては自身を表象せず、むしろ自由主
義がイデオロギーから自由であるという「非
イデオロギー」として扱われていたことを証
明したうえで、 
２）文化政策という観点から、非政治的であ
ることを標榜する文学批評をはじめとする文
化言説が、非イデオロギーという冷戦イデオ
ロギーを支えていたことを検証し、最終的に
は、 
３）冷戦とポスト冷戦の峻別が隠蔽する思想
的連続性、すなわちアメリカの覇権主義の萌
芽を、冷戦時代の言説構造のなかに同定する
ことを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
上記の考察のための作業を、文学作品、映画、
公文書館記録等々さまざまな資料にあたり
つつ行う。また、定期的に研究会を開催する。 
 具体的には、 
１） Daniel Bell, Arthur Schlesinger, Lionel 
Trilling らの代表的な冷戦期の知識人の著作
を分析することより、冷戦期リベラリズムの
非イデオロギー性とその男性性、およびアメ
リカの自己定義に迫る。三浦は、上記知識人
の分析に加えて、Richard Right, J.D. Salinger、
あるいは西部劇の作品に冷戦リベラリズム、
およびネオリベラズムの萌芽を見て取りそ
の成果を論文等として発表することをめざ
し、越智は南部農本主義知識人の動き方の分
析をすることにより、冷戦リベラリズムを南
部とモダニズムという件から明らかにする
ことを目指す。 
２）上記の証明に資する視座を獲得するべく、
冷戦期のアメリカが構想し実行した文化政
策を調査し、アメリカが国内外に向けて策定
し伝播を目指した自国イメージを考察する。
担当は越智で、具体的には国立国会図書館、
米国国立公文書館、米国議会図書館の図書や
一次史料を調査して GHQ が日本に輸出しよ
うとしたアメリカ文学のラインナップを確
認し、それを支える発想にアメリカ文学をめ
ぐるどのようなイデオロギー、自己定義が発
見されるかを検証する。 
３）三浦担当により、ポスト冷戦を視野にい
れ、1〜4 の視座を出発点としながら 50 年代、
60 年代のアメリカ文学（『オーギー・マーチ
の冒険』（Saul Bellow）、『ジャンキー』
（William Burroughs）、『キャッチャー・イ
ン・ザ．ライ』（J. D. Salinger）、『ロリータ』
（Vladimir Nabokov）、『冷血』（Truman 
Capote）、『アメリカの夢』（Norman Mailer）、
『路上』(Jack Kerouac)）における移動、狂
気、他者を、当時の文学作品の分析から定位
し、その「時代的特徴」が冷戦期の封じ込め

文化の文脈とどのように関係するかを考察
する。最終的には現在の観点から非イデオロ
ギー化されたイデオロギーである自由主義
を通じた「アメリカ的な管理社会」の成立と
して読み直しをはかる。 
 
４．研究成果 
当初の目的を達成することができた。具体的
には、以下の点がおもな達成事項である。 
 上記の目的１）については、越智は、アメ
リカ南部知識人が非イデオロギー化を文学
批評から実現した経緯について学会発表を
おこない（学会発表４）、それを文章化した
（雑誌論文２）。南部農本主義は、一見する
と封建時代のイングランドを奉じている反
動政治に思われるが、そこには「文化」概念
が色濃く裏打ちされている。彼らの文化がエ
リーティズムに彩られた、超然とした態度に
よる文学鑑賞のスタイルを評価し、また同時
にジャンルとしては T.S.Eliot を中心としたモ
ダニズム詩を礼賛していたこと、また農本主
義を捨てて文学批評家となったときには、農
本主義時代の「文化」観にむしろ整合的な新
批評を立ちあげていったことを確認した。さ
らには彼らがファシストと批判され、また戦
時に「動員」されることを拒むことを無責任
とも非難された際に、むしろ動員されないこ
とこそが非イデオロギー的であり、真の自由
を標榜する民主主義的な態度であるとする
ロジックこそが冷戦期の非イデオロギーと
しての民主主義を用意したこと、またこうし
た議論を Trilling らと Partisan Review の同一
の特集で展開していたことを指摘すること
で、当初の課題に一定の解答を出した。 
 三浦はリチャード・ライトの The Outsider
分析をつうじて、非イデオロギーとしての冷
戦の自由主義を論じた。本作品は、ライトが
フランス移住後に出版されたため、これまで
非アメリカ的な作品という評価を一般に受
けていたが、自由を脱政治化したものとして
表象するために、主人公が放浪をする物語が
この時期に多数書かれたこと ——J. D. 
Salinger の The Catcher in the Rye、Saul Bellow
の The Adventure of Augie March、Jack Kerouac
の On the Roads、William Burroughs の Junkie / 
Queer、Vladimir Nabokov の Lolita、Flannery 
O’Connor の Wise Blood など——、これら作品
の評価と連動するかたちで Mark Twain の
Adventures of Huckleberry Finn の再評価が起
きたことを考えるとき、同様のプロットを持
ち且つ『ハック・フィン』のパロディとして
成立している本作は、アメリカのリベラリズ
ムを描いた作品として理解されるというこ
とを論じたのち、冷戦リベラリズム期の文学
概念の大枠を形作ったトリリングの『リベラ
ルな想像力』と本作との関係を分析した。そ
のとき、悲劇としてのこの小説の結末は、ト



 

 

リリングが代表するような同時代のリベラ
リズムの文化を舞台設定として使いながら、
アフリカ系としてのライトを冷戦期以前に
影響をうけていた、反人種差別・反帝国主義
の思想としてのマルクス主義の理念がその
通低に揺るがしがたく流れていることを指
摘した。（雑誌５） 
 三浦はまた、冷戦期に大流行を見せる西部
劇映画を、Shane と High Noon を題材にしな
がら、冷戦個人主義の端的な表現として分析
した。二つの映画に共有される特徴は、１）
主人公の英雄が個人として戦うのに対し、そ
の敵役が集団として表象されること、２）物
語のプロットはある意味において、主人公が
戦わなければならない理由を消していくプ
ロセスであり、最終的に、主人公は「男らし
さ」とでも呼ぶ他のない、説明不能ではある
が自身には譲ることのできないなにかのた
めに戦うのであるが、これこそ、イデオロギ
ーではない自由主義を体現する英雄像であ
ること、３）この結構を成立させるために、
戦う理由を脱政治化・心理学化するため、異
性愛ロマンスが作品プロットに導入される
が、それはあくまで心理学化のための装置で
あり、主人公は女のために戦うのではないこ
と等である。自己実現をその究極のゴールと
する、このような冷戦個人主義は、この後、
フェミニズムや新左翼的な革命の理論に、受
け継がれていく。脱政治化が自己実現に変え
られた、この新しい政治のロジックはアイデ
ンティティ・ポリティクスの出発点であり、
また、それがマルクス主義の隠蔽のために成
立したことは、政治に関する現在の議論を考
える上でも重要である。（図書３） 
 これら議論を発展させたかたちで、また、
冷戦リベラリズムの文化のひとつの極点と
して、サリンジャーの The Catcher in the Rye
を分析した。冷戦リベラリズムについての考
察としてこの作品が傑出している点は、まず、
作品冒頭において、この作品がリアリズムで
はないことがはっきりと述べられることで
ある。そして、この冒頭におけるリアリズム
の廃棄は、主人公ホールデン・コールフィー
ルドの一人称の語りにおいて、心理的な細部
がその最大の魅力として強調されることに
結実する。ただし、このイノセントな主人公
の設定は、退学させられた高校生が街を放浪
する物語から冷戦個人主義の具現になって
いるが、同時に、その主人公を語りの現在に
おいてある種の狂人と設定することでその
批判にもなっている。タイトル・シーンに示
される語り手の理想郷が、あらゆる社会性を
排した理想の共同体であり、同時に、語り手
がそれは不可能であると宣言するとき、われ
われは、この作品が、冷戦リベラリズムの社
会、社会性、社会主義の排除が、この語りの
最終的な批判の対象となっていることに気

づかなくてはならないだろう。（学会発表６、
雑誌論文６） 
 ここまでの内容をまとめると、冷戦リベラ
リズムと冷戦個人主義の相互関係において、
それらが、冷戦の始まりにおける社会、社会、
性、社会主義の排除を踏まえた、アメリカ文
学という制度、アメリカ研究という制度、ア
メリカ文学研究という制度、そして、新批評
を通じた文学教育の制度の誕生の根底に流
れるイデオロギーであるという知見が導か
れる。冷戦リベラリズム・冷戦個人主義は、
ある意味において、戦後の西側諸国が生んだ
最大の思想と言っても良いであろう。なぜな
らそれは、かたちを変えながら、現在の私た
ちの文化的な想像力を支配しているし、また、
冷戦的な想像力に対する批判と思われるも
のさえもが、冷戦リベラリズムと共にもたら
された「政治」概念の変化のうえに成立して
いるからである。（学会発表２） 
 目的２）については、おもに越智が担当し、
冷戦初期の GHQ の特に図書をめぐる文化政
策について論文をまとめたほか、川端康成の
英語翻訳と日米安保条約をめぐる関係につ
いて発表をおこなった。（図書４，学会発表
５） 
 GHQ 図書館については、国立国会図書館お
よび米国国立公文書館の一次史料を使いな
がら、海外の図書館が米国国務省の文化政策
の重点的な施策であったこと、またその図書
のリストが議会図書館や American Library 
Association といったところに依頼されていた
ことを突き止めつつ、それらのリストのライ
ンアップを読み込み、いかなるアメリカ像が
そこに提示されるのか分析した。また、GHQ
の図書館についていえば、戦時中に Office of 
War Information が欧州の情報戦に対応し、ま
た戦後の復興を睨んで設立した図書館を原
形として、ドイツ、韓国、日本の三箇所の「占
領地」共通の本のリストをもとにその蔵書が
あったこともつきとめた。（図書４） 
 川端康成については、川端康成の英語翻訳、
「日本的」文学としてのその受容と結果とし
てのノーベル賞受賞の意味を歴史的文脈の
なかで再検討を試みた。朝鮮戦争以降のアジ
アとの外交政策を決定したアメリカ合衆国
の国家安全保障委員会 (National Security 
Council)の文書 48 が醸成した感情構造とで
も言いうる文脈を措定し、Kawabataをまさし
くサンフランシスコ講和条約から日米安保
冷戦期に、日本を同盟国とする中で誕生した
「モダニズム」文学者として再定位すること
が可能であることを指摘した。（学会発表５）
また、これらの方法論をめぐるワークショッ
プに登壇して、一次資料の調査についてノウ
ハウを共有した。(学会発表３) 
 目的３）については、現在の新自由主義と
の連続性、非連続性を視野にいれた考察を行



 

 

った。また、月１回の冷戦読書会を行い、他
校の研究者も交えて議論を続けて来た。 
 その過程で、三浦は冷戦初期アメリカ文学
と冷戦期のリベラリズムのロジックをネオ
リベラリズムとつなげる系譜化をおこない、
その成果を学会発表、および国内外の査読つ
きジャーナルに論文を発表した。 
 ひとつには、新左翼的な思想と連動するか
たちで誕生した、新しい文学の形式としての
ポストモダニズムは、冷戦リベラリズムの論
理である「全体主義批判としての自由の称
揚」という枠組みのなかで、現実の福祉国家
を批判するものであるので、最終的に、小さ
な政府をめざし福祉国家を批判するネオリ
ベラリズムの論理と非常に親和的になると
いうことを、Thomas Pynchon の Vineland の分
析を通じて指摘した。（雑誌論文３） 
 冷戦リベラリズムの現代的な反復として
のネオリベラリズムを批判的に理解すると
き、なぜネオリベラリズムがいわゆる格差社
会をグローバルに誕生させる装置として機
能しているかを明快に理解することができ
る。冷戦が、反ソ連としての政治と社会なき
リベラリズムを想像させる契機であったと
するならば、90 年代以降のグローバル化は、
まさしくソ連の崩壊とともに、世界はリベラ
リズムによってのみ統治されるものとして
想像されたのである。この経緯をじつに的確
に記述したベスト・セラー小説として J. K. 
Rowling の『ハリー・ポッター』シリーズを
分析した。（雑誌論文１） 
 マルクス主義の排除を前提としたネオリ
ベラリズムの形象は、その批判として構想さ
れた左翼言説が、マルクス主義をどのように
排除、変質、脱政治化しているかを検証する
ことで確認される。マイケル・ハートとアン
トニオ・ネグリの、非常に公汎な影響を与え
た『帝国』を読解しながら、彼らが提示しよ
うとする、リベラルなマルクス主義の全体性
はどのように確保されるのかを問うことで、
われわれの生きる政治的な現在の輪郭を描
こうと試みた。（雑誌論文４） 
 越智はこの視点（上記目的１）、２）の成
果）を入れ込みつつこれまでの研究をまとめ
て著作を発表した。南部農本主義者の文学の
政治学がいかに冷戦のリベラリズムと共振
し得たのか、最終的には Allen Tate が 1952 年
にパリでおこなった知識人をめぐる演説で、
冷戦リベラリズムのロジックが彼らの議論
にあることを指摘し、また著作を貫く問題意
識としてネオリベラリズムとの系譜化の必
要性を述べた。（図書１）同時に、冷戦リベ
ラリズムの源流としてニューディール期に
着目した研究発表を行った。「全体主義批判
としての自由の称揚」は、ひとつには個人の
礼賛というかたちをとる。これがたとえば、
アメリカ研究の初期の古典的作品（American 

Adam など）に強く出ていることはつとに知
られたことである。この点について Robert 
Penn Warren の All the King’s Men は冷戦テク
ストとして読みうるのだが、30 年代に書かれ
たNight Riderにその萌芽が見られることを指
摘した。（学会発表１） 
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